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第
二
百
三
十
一 

  
 

終
章
ま
た
は
序
章 

   
 
 
 
 

一 
  

以
下
は
本
書
の
終
章
で
あ
る
と
同
時
に
、
次
の
プ
ロ
セ
ス
に
進
む

序
章
と
し
て
書
く
。
本
書
の
名
に
援
用
し
た
『
日
本
書
紀
』
に
準
じ

れ
ば
、
空
の
向
こ
う
か
洞
窟
の
奥
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
神
話
・
伝

承
・
伝
説
の
時
期
は
終
わ
り
、
こ
れ
以
後
、
肉
眼
と
肌
感
覚
で
時
の

流
れ
を
知
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

一
九
七
九
年
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
、
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
交
差
し
た
年
と

し
て
記
憶
さ
れ
る
。 

 

Ｗ
Ｙ
Ｓ
Ｗ
Ｙ
Ｇ
の
技
術
を
開
発
し
ビ
ッ
ト
マ
ッ
プ
・
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
向
け
の
ペ
ー
ジ
記
述
言
語
を
開
発
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
モ
ニ
ー

が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
に
移
籍
し
、
ア
ッ
プ
ル
社
の
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
自
社
株
を
担
保
に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
グ
ル
ー

プ
と
協
力
関
係
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
留
意
を
促
し
た
い
の
は
、
八
〇
年
代
に
お
け
る
〝
時
代
の

寵
児
〞
た
ち
は
、
本
書
の
軸
で
あ
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、
バ

ロ
ー
ス
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
、
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ
と
い

っ
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
メ
ー
カ
ー
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
そ

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
そ
の
よ
う
な
企
業
と
深
い
関
係
を
持
た
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

た
だ
し
、
以
後
の
こ
と
は
本
書
の
対
象
か
ら
外
れ
る
。 
 

ま
た
こ
の
年
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
デ
ジ
タ
ル
リ
サ
ー
チ
社
は

日
本
電
気
、
富
士
通
、
ソ
ニ
ー
と
い
っ
た
日
本
の
電
気
・
電
子
メ
ー

カ
ー
に
Ｍ
Ｓ
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
Ｃ
Ｐ
／
Ｍ
を
供
給
す
る
契
約
を
結
ん

だ
。
一
方
、
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ア
ー

ツ
社
は
東
京
・
本
郷
に
あ
っ
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
、
Ｂ
Ｍ
Ｃ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
Ⅱ
と
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
Ｃ
ａ
ｌ
ｃ
を
供
給

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
日
本
に
パ
ソ
コ
ン
が
上
陸
し
た
年
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
も
ま
た
、
本
書
の
領
域
で
は
な
い
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
デ
ー
タ
通
信
が
結
び
つ
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ

ス
テ
ム
は
、
通
信
回
線
の
自
由
化
を
機
に
Ｖ
Ａ
Ｎ
に
転
換
し
、
Ｅ
Ｄ

Ｉ
を
経
て
Ｅ
Ｃ
に
発
展
す
る
。
情
報
処
理
機
能
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
は
異
機
種
間
接
続
シ
ス
テ
ム
の
敷
衍
と
相
ま
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
結
び
つ
い
て
い
く
。 

 
八
〇
年
代
は
特
定
の
技
術
体
系
を
閉
鎖
的
に
、
様
ざ
ま
な
条
件
の

も
と
で
利
用
す
る
レ
ガ
シ
ー
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ

の
地
下
水
脈
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
）
な
ど
オ
ー
プ
ン
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
確
実
に
勢
い
を
ま
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し
て
い
っ
た
。 

 
と
も
あ
れ
、
そ
れ
は
神
話
・
伝
承
・
伝
説
の
領
域
で
は
な
い
。 

神
話
・
伝
承
・
伝
説
の
最
後
に
伝
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
「
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
」
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

―
―
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
超
高
性
能
・
超
高
速

の
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。 

 

と
い
う
情
報
が
流
れ
て
き
た
の
は
一
九
七
八
年
の
年
初
だ
っ
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
１
、
３
０
３
３
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
／
リ
プ
レ
ー
ス
需

要
を
見
込
ん
だ
後
継
機
を
開
発
す
る
の
は
何
の
不
思
議
も
な
い
の
だ

が
、
容
易
に
正
体
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。「
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う

開
発
コ
ー
ド
名
だ
け
が
分
か
っ
た
。 

 

一
九
八
一
年
の
八
月
、「
日
本
情
報
産
業
新
聞
」
の
編
集
長
・
小

俣
芳
晴
は
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
の
動
き
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
を
書
い
た
。
小
俣
は
そ
の
年
の
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
ア
ナ
ハ
イ
ム
で
開
か
れ
た
Ｎ
Ｃ
Ｃ

（N
ational Com

puter 
Conference

）
を
視
察
し
た
折
、
そ
の
つ

い
で
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク

ス
、
カ
ル
コ
ン
プ
と
い
っ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
辺
の
企
業
を
取
材
し

た
。 

 

こ
の
当
時
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
で
こ
れ
ほ
ど
精
力
的
に
ア

メ
リ
カ
の
情
報
関
連
企
業
を
取
材
で
き
た
記
者
は
そ
う
そ
う
い
な
か

っ
た
。
ま
ず
、
英
語
が
堪
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
業
界
の
こ
と
、
技
術
の
こ
と
、
市
場
の
こ
と
…
…
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
応
じ
て
く
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
取
材
を
申
し
込
ん
で
も 

 

「
Ｗ
ｈ
ｏ
？
」 
 

と
な
れ
ば
そ
れ
き
り
で
あ
る
。
日
本
を
代
表
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

／
情
報
産
業
に
か
か
る
ア
ナ
リ
ス
ト
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
ま
ず
不
可
能
に
近
い
。 

そ
こ
で
小
俣
は
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
だ
。 

 

―
―
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
の
数
倍
、

最
大
で
十
数
倍
の
処
理
能
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
関
係
者
に
は
厳
し
い
箝
口
令
が
敷
か
れ
て
い
た
の
だ
が
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
で
稼
働
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
周
辺
機
器

の
メ
ー
カ
ー
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
一
定
の
情
報
を
流
し
て
い
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
会
場
で
は
、
そ
の
年
の
三
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た
ア

ム 
ダ
ー
ル
社
に
よ
る
ス
ト
レ
ー
ジ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

社
買
収
の
話
題
で
持
ち
き
り
だ
っ
た
。
誰
に
聞
い
て
も
、
知
ら
な
い
、

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
ば
か
り
だ
っ
た
」 

 

と
小
俣
は
言
う
。 
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な
る
ほ
ど
、
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。

周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー
に
取
材
す
れ
ば
、
概
要
が
見
え
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。 

小
俣
は
な
お
も
取
材
を
続
け
、
つ
い
に
お
お
ま
か
な
ス
ペ
ッ
ク
を
つ 

か
む
こ
と
が
で
き
た
。
帰
国
し
て
三
か
月
経
っ
て
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と

め
た
の
に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。 

以
下
、
小
俣
の
記
事
―
―
。 

  

Ｈ
シ
リ
ー
ズ
は
来
春
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
―
―
今
年

の
秋
、
と
い
う
情
報
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
関
係
筋
は
「
３
０

３
Ｘ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
は
今
年
中
に
売
り
、
来
年
の
初
め
に
も
そ
れ
に

代
わ
る
超
大
型
機
を
ま
ず
発
表
す
る
」
と
い
う
。 

 

同
筋
や
信
頼
で
き
る
調
査
会
社
の
話
を
総
合
す
る
と
、
Ｈ
シ
リ
ー

ズ
の
コ
ー
ド
・
ネ
ー
ム
は
「
ア
デ
ィ
ロ
ン
ダ
ッ
ク
」
と
い
い
、
Ｈ
１
、

Ｈ
１
、
Ｈ
３
、
Ｈ
４
、
Ｈ
５
、
Ｈ
６
、
Ｈ
７
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

っ
て
、
中
・
大
型
か
ら
超
大
型
ま
で
七
機
種
で
構
成
さ
れ
る
。 

 

注
目
の
超
大
型
機
「
Ｈ
７
」
は
二
十
七
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
（
命
令
処
理
百

万
回
／
秒
）
機
で
、
コ
ー
ド
・
ネ
ー
ム
は
「
セ
ン
チ
ネ
ル
」。
四
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
か
ら
成
る
シ
ス
テ
ム
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
Ｈ

シ
リ
ー
ズ
は
三
〜
二
十
七
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
を
カ
バ
ー
す
る
シ
リ
ー
ズ
と
言

う
。 

 

そ
し
て
、
ま
ず
来
年
初
め
に
発
表
さ
れ
る
の
が
「
Ｈ
４
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
機
種
は
「
イ
ロ
コ
イ
ズ
Ｉ
」
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
し

た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
当
初
、
Ｈ
４
を
イ
ロ
コ
イ
ズ
Ｉ
と
い
う
コ
ー
ド
・
ネ

ー
ム
で
、
単
一
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
方
式
で
開
発
し
て
い
た
が
、
今
年
初

め
に
複
数
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
方
式
に
仕
様
を
変
更
し
、
イ
ロ
コ
イ
ズ
Ⅱ

年
、
新
た
に
開
発
を
進
め
て
い
る
」（
調
査
会
社
筋
）
と
い
う
の
だ
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｈ
４
は
八
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
マ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
と
四
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
ス
レ
ー
ブ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
シ
ス
テ
ム
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ユ
ニ
ッ
ト
で
結
合
し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を
と

っ
て
い
る
。
ま
た
Ｏ
Ｓ
で
あ
る
Ｍ
Ｖ
Ｓ
の
一
部
は
エ
グ
ゼ
キ
ュ
ー

ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
編
入
さ
れ
、
Ｉ
／
Ｏ
関

係
を
ス
レ
ー
ブ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
専
門
に
処
理
す
る
形
に
な
っ
て

い
る
。 

  

記
事
中
に
あ
る
「
八
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
マ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
と

四
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
ス
レ
ー
ブ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ユ

ニ
ッ
ト
で
結
合
し
、
入
出
力
処
理
を
ス
レ
ー
ブ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で

専
門
に
行
う
」
と
い
う
の
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
と
Ｆ
Ｅ
Ｐ
を
本
体
に
取
り
込

ん
で
一
体
化
す
る
考
え
方
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
た
Ｏ
Ｓ
「
Ｍ
Ｖ

Ｓ
」
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
出
る
と
い
う
。 

 

こ
の
報
道
か
ら
四
か
月
後
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
新
型
機
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３

０
８
１
」
を
発
表
し
た
。
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
の
Ｈ
４
「
イ
ロ
コ
イ
ズ
Ⅱ
」
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だ
っ
た
。
小
俣
が
つ
か
ん
で
い
た
「
早
け
れ
ば
年
内
に
も
」
と
い
う

情
報
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
８
１
は
二
つ
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
密
結
合
し
て
、
あ

た
か
も
一
つ
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
と
し
て
動
作
す
る
デ
ュ
ア
ル
・
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
方
式
を
採
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
三
十
二
キ
ロ
バ
イ
ト
の
高

速
キ
ャ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
と
チ
ャ
ネ
ル
セ
ッ
ト
を
備
え
て
い
た
。 

 

主
記
憶
容
量
は
十
六
メ
ガ
バ
イ
ト
、
拡
張
に
際
し
て
は
最
大
三
十

二
メ
ガ
バ
イ
ト
ま
で
、
八
メ
ガ
バ
イ
ト
単
位
で
増
設
で
き
、
処
理
性

能
は
既
存
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
の
約
二
倍
、
ト
ー
タ
ル
・
ス
ル
ー
プ

ッ
ト
は
十
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
だ
っ
た
。 

 

富
士
通
は
敏
感
に
、
か
つ
鷹
揚
に
反
応
し
た
。 

 

「
性
能
、
価
格
と
も
予
想
し
た
範
囲
で
あ
り
、
画
期
的
な
も
の
で

は
な
い
」 

 

こ
の
と
き
国
産
勢
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
富
士
通
は
対
抗

機
と
な
る
「
Ｍ
―
３
８
０
」
に
、
日
本
電
気
は
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
１
０
０

０
」
に
ほ
ぼ
め
ど
を
つ
け
て
い
た
。
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
能

競
争
が
始
ま
っ
た
と
き
だ
っ
た
。
こ
の
〝
大
鑑
巨
砲
主
義
〞
は
、
最

終
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
単
体
で
百
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
数
字
を
叩
き
出

す
こ
と
に
な
る
。 

 

の
み
な
ら
ず
そ
れ
は
、
大
手
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ユ
ー
ザ
ー
が
超

大
型
機
を
保
有
す
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
し
、
こ
と
に
金
融
・
証
券

業
界
で
は
一
社
当
た
り
年
間
百
億
円
超
と
い
う
ば
か
ば
か
し
く
も

華
々
し
い
大
型
投
資
の
競
争
が
始
ま
っ
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。 

 

リ
プ
レ
ー
ス
。 

 

が
メ
デ
ィ
ア
の
見
出
し
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
多
く
の
人
―
―
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
情

報
サ
ー
ビ
ス
会
社
で
あ
れ
情
報
産
業
専
門
メ
デ
ィ
ア
で
あ
れ
―
―
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
単
体
の
処
理
性
能
に
耳
目
を
奪
わ
れ
た
。 

気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

当
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
で
す
ら
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
８
１
は
旧
来
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
に
対
し
て
、
設
置

面
積
が
二
〇
％
、
発
熱
量
が
七
〇
％
、
消
費
電
力
は
六
六
％
も
低
減

し
て
い
た
。
そ
の
行
き
着
く
先
に
何
が
あ
る
か
を
冷
静
に
考
え
れ
ば
、

あ
る
い
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
ホ
ー
ム
ブ
リ

ュ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ク
ラ
ブ
で
起
こ
っ
て
い
た
出
来
事
を
〝
我
が

こ
と
〞
と
し
て
と
ら
え
る
余
裕
が
あ
れ
ば
、
分
か
る
こ
と
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
か
っ
た
。 

 

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

こ
の
時
期
の
筆
者
が
何
を
し
て
い
た
か
は
、
す
で
に
書
い
た
。 

 

右
も
左
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
動
き
回
っ
て
い
る
う
ち
、
時
の
気
ま
ぐ

れ
で
編
集
の
責
任
者
担
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
仕
事
か
ら
離
れ
た
い
ま
、
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自
分
が
か
か
わ
り
を
持
つ
前
の
情
報
産
業
の
こ
と
、
企
業
や
社
会
の

こ
と
に
つ
い
て
文
字
を
書
き
連
ね
て
い
る
。 

 
確
認
の
作
業
を
通
じ
て
、
い
く
つ
か
の
発
見
と
驚
き
が
あ
っ
た
。 

 

大
福
帳
の
ほ
か
記
録
の
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
「
表
」

と
「
統
計
」
の
概
念
を
持
ち
込
ん
だ
杉
亨
二
、
漢
数
字
を
ア
ラ
ビ
ア

数
字
に
置
き
換
え
た
前
島
密
、
計
算
機
の
原
理
を
独
創
し
た
矢
頭
亮

二
、
文
献
の
み
を
頼
り
に
時
計
仕
掛
け
の
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
計
算
機

を
編
み
出
し
た
川
口
市
太
郎
。 

 

以
上
は
決
し
て
新
し
い
発
見
で
な
く
、
一
部
に
お
い
て
周
知
・
既

知
の
事
実
で
あ
る
。
強
い
て
筆
者
が
気
づ
い
た
こ
と
を
あ
げ
れ
ば
、

矢
頭
亮
二
、
逸
見
治
郎
、
大
本
寅
治
郎
の
三
人
が
、
そ
ろ
っ
て
一
八

八
七
年
（
明
治
十
一
）
に
生
ま
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ス
会
社
の
副
工
場
長
だ
っ
た
ラ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
の
着
想
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
（
Ｏ
Ｒ
）
を
生

み
出
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
鉄
工
場
に
務
め
て
い
た
テ
イ
ラ
ー

の
経
営
手
法
が
こ
ん
に
ち
の
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（Enterprise 

Resource 
Planning

）
の
原
点
と
な
っ
た
。 

 

こ
れ
も
特
段
の
発
見
で
は
な
い
。
筆
者
が
見
つ
け
た
の
は
、
こ
の

二
人
が
同
じ
く
「
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
」
と
い
う
名
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。 

 

多
く
は
聞
き
書
き
と
抜
書
き
で
あ
り
、
総
じ
れ
ば
〝
剽
窃
〞
と
い

う
こ
と
に
な
る
。 

 

過
誤
は
す
べ
て
筆
者
の
力
不
足
に
よ
る
。 

 

と
も
あ
れ
一
九
八
一
年
ま
で
書
き
進
め
た
と
こ
ろ
で
、
情
報
産
業
、

Ｉ
Ｔ
産
業
の
神
話
は
終
わ
る
。 

  

は
る
か
昔
、
雪
深
い
山
奥
の
小
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、 
 

キ
ミ
は
も
っ
と
本
を
読
み
な
さ
い
。
な
か
で
も
辞
書
を
読
み
な
さ

い
。 

 

と
教
示
し
て
く
れ
た
渡
辺
嘉
彦
師
に
感
謝
す
る
。
で
き
得
れ
ば
、

生
前
に
本
書
を
届
け
た
か
っ
た
。 

 

二
〇
〇
〇
年
の
五
月
、
三
十
六
年
ぶ
り
に
再
開
し
た
多
く
の
旧
友

に
感
謝
す
る
。
自
分
探
し
の
旅
が
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。 

こ
ん
な
も
の
、
誰
が
読
む
ん
だ
。 

 

と
い
い
な
が
ら
、
ひ
そ
か
に
応
援
し
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝
す
る
。

さ
ぞ
か
し
呆
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

二
〇
〇
三
年
一
月
に
物
故
し
た
田
部
雄
三
氏
に
感
謝
す
る
。
二
十

余
年
の
と
き
を
か
け
て
そ
の
背
中
を
追
っ
て
き
た
が
、
年
齢
の
差
だ

け
は
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
継

続
す
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。 

 
取
材
を
通
じ
て
話
を
聞
い
た
人
た
ち
の
中
に
は
、
ケ
ネ
ス
・
オ
ル

セ
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
モ
ニ
ー
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
、
ア
ラ
ン
・
ケ

イ
、
ス
コ
ト
・
マ
ク
ネ
リ
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ー
チ
ン
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ス
ト
ー
ス
マ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ョ
ブ
ズ
、
ボ
ブ
・
ヤ
ン
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グ
、
李
龍
兌
、
李
東
郁
と
い
っ
た
海
外
の
人
が
い
る
。 

 
あ
る
い
は
北
川
宗
助
、
金
岡
幸
二
、
塚
本
祐
造
、
大
川
功
、
西
尾

出
、
佐
藤
雄
二
朗
と
い
っ
た
、
い
ま
は
な
き
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
も
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
声
音
や
息
遣
い
、
表
情
、
身
振
り
手
振

り
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
書
い
た
。 

 

本
書
の
た
め
に
貴
重
な
時
間
を
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
多

く
の
方
々
に
感
謝
す
る
。
や
や
も
す
れ
ば
筆
者
は
愚
問
を
発
し
、

数
々
の
失
礼
が
あ
っ
た
や
も
し
れ
な
い
。 

 

執
筆
の
途
中
、
数
々
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

方
々
に
感
謝
す
る
。
各
位
の
叱
責
と
激
励
が
な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で

書
き
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
。 

 

さ
ら
に
言
う
と
、
ホ
レ
リ
ス
式
電
動
パ
ン
チ
マ
シ
ン
が
ア
メ
リ
カ

か
ら
横
浜
港
に
到
着
し
て
か
ら
百
年
目
と
い
う
節
目
の
年
、
時
空
に

埋
も
れ
て
い
た
本
書
を
掘
り
出
し
て
公
開
す
る
場
を
用
意
し
て
く
れ

た
日
本
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
協
会
に
感
謝
す
る
。
こ

れ
で
本
書
は
再
び
読
者
の
目
に
触
れ
る
に
違
い
な
い
。 

  
 
 
 
 

四 
  

最
後
を
ど
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
か
、
や
や
悩
ん
だ
。
小
説
で
あ

れ
ば
、
な
に
が
し
か
劇
的
な
終
章
を
用
意
す
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ず
、

お
よ
そ
作
家
と
い
う
も
の
は
書
き
始
め
る
と
き
に
そ
れ
を
想
定
す
る
。 

だ
が
本
書
は
そ
の
よ
う
な
準
備
が
な
い
ま
ま
、
大
洋
に
漕
ぎ
出
し
て

し
ま
っ
た
。 

 

語
り
残
し
た
神
話
は
、
服
部
正
と
い
う
人
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
は
構
造
物
の
設
計
者
で
あ
っ
て
、
構
造
解
析
の
計
算
を

行
う
た
め
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
電
子
計
算
機
を
使
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
価
値
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
し
か

る
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
い
う
、
目
に
見
え
な
い
無
体
物
を
軸
と
す
る

価
値
世
界
を
創
出
せ
ん
と
し
た
。 

 

一
九
八
三
年
の
一
月
二
十
九
日
、
神
話
の
最
後
を
飾
る
こ
の
人
物

は
静
か
に
去
っ
た
。 

 

世
界
情
報
処
理
産
業
会
議
を
東
京
で
開
く
。 

 

そ
れ
を
機
に
業
界
団
体
の
統
合
を
実
現
す
る
。 

 

こ
の
遺
志
は
多
く
の
人
に
受
け
継
が
れ
、
実
際
、
そ
の
通
り
に
な

っ
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
振
興
協
会
と
日
本
情
報
セ
ン
タ
ー
協
会

が
合
併
し
て
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
が
発
足
し
た
の
は
一
九
八
四

年
五
月
、
世
界
情
報
処
理
産
業
会
議
が
東
京
・
西
新
宿
で
開
か
れ
た

の
は
同
年
六
月
だ
っ
た
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
筆
者
は
〝
中
の
人
〞
に

準
じ
る
位
置
で
立
ち
会
っ
た
。 

 
服
部
の
提
唱
で
始
ま
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
発
足
の
あ
と
ソ
フ
ト
協
技
術
委
員
会
を
母

体
に
発
足
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
フ
技
術
者
協
会
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
）
に
引
き

継
が
れ
、
こ
ん
に
ち
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
。 
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―
―
本
書
の
続
編
を
。 

と
い
う
声
が
な
い
で
も
な
か
っ
た
。 

 
筆
者
に
お
い
て
も
、
一
九
八
〇
年
代
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
ユ
ー
ザ
会
、
Ｓ

Ｅ
Ａ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
の
航
跡
を
た
ど
る
『
日
本
Ｉ
Ｔ
続
紀
』
を
構
想
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。 

 

本
書
に
登
場
し
た
神
々
が
共
有
し
た
場
所
や
事
象
が
、
す
で
に
多

く
が
地
上
か
ら
消
え
失
せ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
新
し
い
資

料
が
公
開
さ
れ
、
十
年
前
、
二
十
年
前
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
知
る
術
が
な
か
っ
た
こ
と
を

探
求
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。 

 

―
―
残
る
の
は
歳
月
の
み
で
あ
る
。 

 

と
い
う
言
い
方
を
、
筆
者
は
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

以
後
の
こ
と
は
つ
ま
り
、〝
わ
れ
ら
が
時
代
〞
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
ラ
ボ
ラ
ト
リ 

社
名
は「Electronics  System

s D
evelopm

ent

」

に
由
来
す
る
。
マ
イ
コ
ン
を
応
用
し
た
計
測
機
器
を
販
売
し
て
い
た
。
創
業

者
・
水
島
敏
雄
が
一
九
七
七
年
四
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
か
れ
た
西

海
岸
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
フ
ェ
ア
（W

est Coart Com
puter Fair

：
Ｗ
Ｃ
Ｃ

Ｆ
）
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
知
り
合
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
ア

ッ
プ
ル
社
の
代
理
店
と
な
っ
た
。 

Ｂ
Ｍ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ
、
外
国
製
卓
上

型
電
子
計
算
機
や
キ
ャ
シ
ュ
レ
ジ
ス
タ
ー
の
輸
入
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
そ

の
後
、
取
り
扱
い
製
品
を
オ
フ
ィ
ス
向
け
電
子
機
器
に
広
げ
て
い
る
。 

探
求
す
る
環
境 

例
え
ば
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

あ
る
。通
信
容
量
ば
か
り
で
な
く
、海
外
版
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
の
参
照
、

検
索
シ
ス
テ
ム
や
機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
利
用
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
情
報
公

開
の
考
え
方
が
広
ま
り
、政
府
機
関
や
研
究
機
関
が
所
蔵
す
る
図
書
・
資
料
、

論
文
の
参
照
が
可
能
に
な
っ
た
。
本
編
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｊ
版
）
で
も
二
〇
〇
四

年
当
時
知
り
え
な
か
っ
た
情
報
の
い
く
つ
か
を
新
た
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で

き
た
。 
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第
二
百
三
十
二 

  
 

解 

題 
   
 
 
 
 

一 
  
 

序 

叙 
 

 
 

は
じ
め
に 

 

〈
序
〉
は
「
並
び
」「
順
番
」「
申
し
述
べ
る
」
の
ほ
か
に
「
次
第
」

「
は
じ
め
」
の
意
、〈
叙
〉
は
「
抒
」「
敍
」
に
通
じ
「
述
べ
る
」
の

意
。
総
じ
て
「
ゆ
る
ゆ
る
と
順
を
追
っ
て
語
る
」。
な
い
し
「
あ
り

の
ま
ま
に
述
べ
記
す
」。 

  
 
 
 
 

二 
  
 

溟 

涬 
 

 
 

ほ
の
か
／
く
く
も
り
て 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
古
、
天
地
未
剖
、

陰
陽
不
分
、
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
」（
古
へ
、
天
と
地
は
未

だ
剖
れ
ず
、
陰
と
陽
は
分
れ
ず
、
混
沌
と
し
て
鶏
子
の
如
く
、
溟
滓

（
ほ
の
か
）
に
牙
を
（
き
ざ
し
）
含
め
り
）。
天
地
開
闢
の
段
。
溟

は
ほ
の
か
で
暗
く
、
よ
く
見
え
ぬ
さ
ま
、
涬
は
水
の
様
子
。
も
の
の

香
な
ど
の
こ
も
っ
た
さ
ま
。
上
古
の
人
び
と
は
霧
の
か
か
っ
た
薄
暗

が
り
に
神
秘
性
、
神
性
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

『
古
事
記
』
は
本
文
で
な
く
太
安
万
侶
が
上
奏
し
た
と
き
に
添
え

た
と
さ
れ
る
「
并
序
」
に
「
夫
混
元
既
凝 

氣
象
未
效 

無
名
無
爲
誰

知
其
形
然
乾
坤
初
分
參
神
作
造
化
之
首
」
と
記
し
、
混
沌
と
し
た
宇

宙
が
固
ま
り
は
じ
め
天
と
地
に
分
か
れ
た
と
す
る
。 

  
 

契 

機 
 

 
 

き
ざ
む 

 

〈
契
〉
は
「
し
る
し
を
付
け
る
」
の
意
、「
機
」
は
「
は
ず
み
」

「
き
ざ
し
」。
動
的
・
過
程
的
な
状
況
下
に
お
い
て
次
の
発
展
を
生

み
出
す
の
に
必
須
の
段
階
・
局
面
を
言
う
。
物
ご
と
を
始
め
る
手
が

か
り
、
き
っ
か
け
、
動
機
の
こ
と
。 

  
 

鶏 

子 
 

 
 

と
り
の
こ 

 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
古
、
天
地
未
剖
、

陰
陽
不
分
、
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
」。
鶏
の
卵
を
溶
き
混
ぜ

た
と
き
黄
身
と
白
身
が
成
す
さ
ま
を
渾
沌
に
喩
え
た
。 

 

ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
古
事
記
」（
太
安
万
侶
、
和
銅

四
年
）
は
そ
の
冒
頭
「
天
地
初
發
之
時
、
於
高
天
原
」
で
始
め
て
い
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て
、
最
初
か
ら
高
天
原
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

  
 

薄 

靡 
 

 
 

た
な
び
く 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
及
其
淸
陽
者
薄
靡

而
爲
天
、
重
濁
者
淹
滯
而
爲
地
、
精
妙
之
合
搏
易
、
重
濁
之
凝
竭
難
」

（
そ
の
清
陽
（
す
み
あ
き
）
ら
か
な
る
は
薄
靡
（
た
な
び
）
き
て
天

を
為
し
、
重
く
濁
れ
る
は
淹
滞
（
つ
つ
）
い
て
地
と
為
る
に
及
び
て
、

精
（
く
は
）
し
く
妙
（
た
へ
）
な
る
が
合
へ
る
は
搏
（
む
ら
が
）
り

易
く
、
重
く
濁
れ
る
が
凝
り
た
る
は
竭
（
か
た
ま
）
り
難
し
）。 

 

天
地
開
闢
の
と
き
、
鶏
の
卵
を
溶
い
た
よ
う
に
混
沌
と
し
た
気
が
、

渦
を
巻
い
て
立
ち
上
り
、
あ
る
い
は
下
方
に
沈
ん
で
、
天
と
地
を
形

作
っ
て
い
く
さ
ま
を
描
い
た
。
薄
靡
は
夜
明
け
間
際
、
山
の
端
に
か

か
る
薄
雲
が
曙
光
を
受
け
て
か
す
か
に
茜
色
に
染
ま
る
さ
ま
。 

  
 
 
 
 

三 
  
 

未 

剖 
 

 
 

い
ま
だ
わ
か
れ
ず 

 

『
書
紀
」
巻
之
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
古
、
天
地
未
剖
、
陰
陽

不
分
、
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
」。
原
始
に
天
と
地
は
暗
い
闇

に
覆
わ
れ
た
液
状
の
渾
沌
を
成
し
て
い
た
と
す
る
。 

  
 

曙 

光 
 
 

あ
け
ぼ
の 

 

〈
曙
〉
は
「
あ
け
ぼ
の
」、〈
光
〉
は
儿
（
児
）
と
火
で
成
り
「
小

さ
な
あ
か
り
」。
夜
明
け
間
際
、
東
の
空
に
さ
す
か
す
か
な
太
陽
の

明
か
り
の
こ
と
。
物
ご
と
の
前
途
が
開
き
は
じ
め
た
こ
と
。 

  
 

靉 

靆 
 

 
 

あ
い
た
い 

 

〈
靉
〉
は
「
雲
が
ゆ
っ
た
り
と
た
ゆ
た
う
」
さ
ま
、〈
靆
〉
は

「
雲
が
重
な
り
合
う
」
さ
ま
。
総
じ
て
「
雲
が
重
な
り
た
ゆ
た
う
」

さ
ま
を
指
す
。
靉
は
二
十
五
画
、
靆
は
二
十
三
画
で
漢
字
二
文
字
の

熟
語
と
し
て
は
最
も
画
数
が
多
い
。 

  
 

游 

魚 
 

 
 

あ
そ
ぶ
い
を 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
開
闢
之
初
、
洲
壤

浮
漂
、
譬
猶
游
魚
之
浮
水
上
也
」（
開
闢
の
初
め
、
洲
壌
（
く
に
つ

ち
）
が
浮
き
漂
ふ
こ
と
譬
（
た
と
）
へ
ば
游
ぶ
魚
（
い
を
）
の
水
の

上
に
浮
け
る
が
猶
（
ご
と
）
し
）。
天
地
開
闢
の
と
き
土
が
浮
漂
し

て
い
た
と
す
る
形
容
。 
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四 
  
 

含 
牙 

 
 
 

き
ざ
し
ふ
く
め
り 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
古
、
天
地
未
剖
、

陰
陽
不
分
。
渾
沌
如
鶏
子
、
溟
涬
而
含
牙
」。
牙
は
「
芽
」
に
通
じ

「
き
ざ
し
」
の
意
。 

  
 

乾 

坤 
 

 
 

け
ん
こ
ん 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
之
一
「
神
代
上
」
第
三
段
「
凡
八
神
矣
、
乾
坤

之
道
相
參
而
化
、
所
以
、
成
此
男
女
」（
凡
（
お
よ
）
そ
八
神
は
、

乾
坤
の
道
が
相
參
じ
て
化
（
な
）
る
、
此
て
男
女
と
成
る
所
以
（
ゆ

え
ん
）
な
り
）。『
古
事
記
』
上
巻
并
序
で
は
「
あ
め
つ
ち
」
と
訓
ま

せ
て
い
る
。 

 

八
卦
で
乾
は
「
天
」
で
あ
り
「
陽
」、
方
位
は
「
北
西
」、
坤
は

「
地
」
で
あ
り
「
陰
」、
方
位
は
南
西
に
配
さ
れ
る
。
初
生
神
三
代

の
あ
と
に
誕
生
し
た
四
世
代
八
神
は
、
乾
坤
・
陰
陽
・
天
地
が
相
參

し
て
（
入
り
混
じ
っ
て
）
誕
生
し
た
の
で
、
男
女
一
対
な
の
で
あ
る
、

と
い
う
説
明
。 

 

『
書
紀
』『
古
事
記
』
の
神
々
は
男
女
一
対
、
か
つ
生
と
死
を
体

現
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
お
墓
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
。「
乾
坤

一
擲
」
は
す
べ
て
を
か
け
て
一
度
の
賭
け
に
出
る
こ
と
、
の
る
か
そ

る
か
の
大
勝
負
を
意
味
す
る
。 

  
 

重 

濁 
 

 
 

お
も
く
に
ご
れ
る 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
初
段
「
及
其
淸
陽
者
薄
靡
而

爲
天
、
重
濁
者
淹
滯
而
爲
地
」（
そ
れ
清
陽
（
す
み
あ
き
）
ら
か
な

る
も
の
は
た
な
び
き
て
天
と
為
り
、
重
く
濁
れ
る
も
の
は
淹
滞
（
つ

つ
）
ゐ
て
地
と
為
る
に
及
び
て
）。 

 

天
地
開
闢
の
と
き
重
な
り
合
っ
た
雲
が
棚
引
く
よ
う
な
混
沌
が
渦

を
巻
き
、
透
明
で
明
る
い
気
は
立
ち
上
っ
て
天
と
な
り
、
重
く
濁
っ

た
気
は
下
方
に
沈
ん
で
地
と
な
っ
た
、
と
い
う
。 

  
 

修 

羅 
 

 
 

し
ゅ
ら 

 

『
山
家
集
』
に
「
修
羅
よ
し
な
し
な
争
ふ
こ
と
を
楯
に
し
て
瞋

（
い
か
り
）
を
の
み
も
結
ぶ
心
は
…
…
」
と
あ
る
。
仏
教
に
い
う
十

界
の
下
位
四
番
目
で
、
妬
み
・
誤
解
・
裏
切
り
な
ど
に
よ
っ
て
戦
い

や
争
い
が
絶
え
な
い
世
界
。
仏
教
・
七
部
衆
の
一
で
あ
る
戦
闘
の

神
・
阿
修
羅
に
由
来
し
、
帝
釈
天
と
激
闘
し
た
場
は
「
修
羅
場
」
と

呼
ば
れ
る
。 
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古
墳
や
城
を
築
く
際
、
大
き
な
石
を
運
ぶ
橇
を
「
修
羅
」
と
呼
ぶ

の
は
、
大
石
を
「
た
い
し
ゃ
く
」
と
読
ん
で
帝
釈
天
に
か
け
、
阿
修

羅
が
そ
の
帝
釈
天
を
動
か
し
た
か
ら
と
い
う
。 

  
 
 
 
 

五 
  
 

淹 

滞 
 

 
 

つ
つ
い
て 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
。「
及
其
清
陽
者
、

薄
靡
而
為
天
、
重
濁
者
、
淹
滞
而
為
地
」（
そ
れ
清
陽
（
す
み
あ
き
）

ら
か
な
る
も
の
は
た
な
び
き
て
天
と
為
り
。
重
く
濁
れ
る
も
の
は
淹

滞
（
つ
つ
）
ゐ
て
地
と
為
る
に
及
び
て
）。
淹
滞
は
「
水
中
に
閉
じ

込
め
て
身
動
き
が
取
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」
の
意
。
転
じ
て
「
と
ど

こ
お
る
」。 

  
 

焦 

土 
 

 
 

や
け
つ
ち 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
五
段
「
伊
弉
冉
尊
、
爲
軻

遇
突
智
、
所
焦
而
終
矣
」（
伊
弉
冉
尊
、
軻
遇
突
智
（
か
ぐ
つ
ち
）

の
為
に
焦
け
終
に
矣
と
な
る
）。
国
産
み
の
最
後
に
イ
ザ
ナ
ミ
が
火

の
神
「
カ
グ
ツ
チ
」
を
産
ん
で
焼
死
し
た
。 

 

イ
ザ
ナ
ギ
は
怒
っ
て
カ
グ
ツ
チ
を
斬
り
、
そ
こ
か
ら
水
の
神
（
闇

淤
加
美
神
、
闇
御
津
羽
神
）、
甕
の
神
（
甕
速
日
神
）、
山
々
の
神

（
八
神
の
山
津
見
神
）
が
派
生
し
た
と
す
る
の
は
、
人
が
火
を
自
由

に
操
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
金
属
と
土
器
を
得
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。 

  
 

地 

定 
 

 
 

ち
・
さ
だ
ま
る 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
精
妙
之
合
搏
易
、

重
濁
之
凝
竭
難
、
故
天
先
成
而
地
後
定
」（
精
し
く
妙
な
る
が
合
へ

る
は
む
ら
が
り
易
く
、
重
く
濁
れ
る
が
凝
り
た
る
は
か
た
ま
り
難
し
。

故
、
天
ま
ず
成
り
て
地
の
ち
に
定
ま
る
）。 

 

「
故
天
先
成
而
地
後
定
」
は
中
国
古
典
『
淮
南
子
』〔
天
文
訓
〕

に
依
拠
す
る
。『
書
紀
』
は
「
地
後
定
」
と
し
な
が
ら
「
便
化
爲
神
、

號
國
常
立
尊
」
便
（
す
な
は
）
ち
神
に
化
為
（
な
）
る
。
國
常
立

（
く
に
の
と
こ
た
ち
）
噂
と
號
す
）
と
、
地
上
の
神
が
最
初
に
生
ま

れ
た
と
す
る
。
対
し
て
『
古
事
記
』
は
「
天
地
初
發
之
時
、
於
高
天

原
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
」
と
記
し
、
天
地
開
闢
の
と
き
す
で
に

高
天
原
が
存
在
し
、
そ
こ
に
初
神
「
天
之
御
中
主
」
が
誕
生
し
た
と

す
る
。 

  
 

滴 
瀝 

 
 
 

し
た
た
る 
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『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
四
段
「
其
矛
鉾
滴
瀝
之
潮
、

凝
成
一
嶋
、
名
之
曰
磤
馭
慮
嶋
」（
其
の
矛
鉾
よ
り
滴
瀝
し
潮
、
凝

り
て
一
嶋
と
成
る
、
之
の
名
を
磤
馭
慮
（
お
の
ご
ろ
）
嶋
と
曰
ふ
）。

海
に
突
き
刺
し
た
矛
の
先
か
ら
ぽ
た
り
と
落
ち
た
潮
が
最
初
の
島
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
オ
ノ
ゴ
ロ
島
で
あ
る
。 

 

『
古
事
記
』
大
雀
大
王
（
仁
徳
）
記
に
「
淤
能
碁
呂
志
摩
」
と
あ

り
、
淡
路
島
の
南
に
浮
か
ぶ
沼
島
と
比
定
す
る
意
見
と
、
高
松
市
屋

島
と
す
る
説
が
あ
る
。 

  
 
 
 
 

六 
  
 

揺 

籃 
 

 
 

ゆ
れ
る
／
ゆ
ら
ぐ 

〈
揺
〉
は
「
ゆ
ら
ぐ
」、〈
籃
〉
は
竹
か
ご
の
こ
と
。
総
じ
て
乳
児
を

入
れ
て
揺
り
あ
や
す
か
ご
を
指
す
。
転
じ
て
物
ご
と
が
生
じ
て
初
期

の
成
長
・
発
展
を
と
げ
る
期
間
。 

  
 

秉 

炬 
 

 
 

た
ひ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
五
段
「
陰
取
湯
津
爪
櫛
、

牽
折
其
雄
柱
、
以
為
秉
炬
」（
陰
に
湯
津
爪
（
ゆ
つ
つ
ま
）
櫛
を
取

り
て
、
其
の
雄
柱
を
牽
き
折
き
て
秉
炬
と
し
）。
湯
津
爪
櫛
は
聖
な

る
櫛
、
雄
柱
は
串
の
両
端
の
大
き
な
歯
の
こ
と
で
『
古
事
記
』
は

「
男
柱
」
と
表
記
す
る
。
そ
の
雄
柱
を
引
き
抜
い
て
灯
り
と
し
た
。 

 

秉
炬
は
「
手
に
持
つ
火
」、
す
な
わ
ち
松
明
の
こ
と
。
黄
泉
の
国

の
伊
奘
冉
尊
を
訪
ね
た
伊
奘
諾
尊
が
一
目
伊
奘
冉
尊
を
見
よ
う
と
暗

闇
の
中
で
こ
っ
そ
り
松
明
を
点
け
た
と
き
の
描
写
。 
  
 

葦 

牙 
 

 
 

あ
し
か
び 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
一
段
「
于
時
、
天
地
之
中

生
一
物
。
状
如
葦
牙
」（
時
に
天
地
（
あ
め
つ
ち
）
の
中
に
一
つ
物

生
（
あ
）
れ
り
。
か
た
ち
葦
牙
の
如
し
）。「 

 

牙
」
は
先
端
が
尖
っ
た
三
角
推
の
形
状
を
い
い
、
こ
れ
が
動
物
の

歯
（
牙
）
と
し
て
定
着
し
た
。
こ
こ
で
は
稲
の
穂
先
（
頴
）
の
こ
と
。

天
地
開
闢
の
は
じ
め
に
葦
の
芽
が
誕
生
す
る
の
は
、
ま
ず
稲
系
植
物

を
神
格
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

  
 

氣 

噴 
 

 
 

い
ふ
き 

 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
六
段
「
而
吹
棄
氣
噴
之
狭

霧
所
生
神
、
號
曰
田
心
姫
、
次
湍
津
姫
、
次
市
杵
嶋
姫
」（
吹
き
棄

（
う
）
つ
る
氣
噴
（
い
ふ
き
）
の
狭
霧
（
さ
ぎ
り
）
に
生
ま
る
る
神
、

號
（
な
づ
）
け
て
田
心
（
た
ご
り
）
姫
、
次
に
湍
津
（
た
ぎ
つ
）
姫
、
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次
に
市
杵
嶋
（
い
ち
き
し
ま
）
姫
と
曰
（
ま
う
）
す
）。
天
照
大
神

が
素
戔
鳴
尊
の
十
握
剣
か
ら
三
女
神
を
生
み
出
す
描
写
。 

 
息
が
生
命
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
剣
に
吹
き
か
け
神
を

生
む
呪
術
的
行
為
を
い
う
。
田
心
姫
、
湍
津
姫
、
市
杵
嶋
姫
は
宗
像

三
女
神
の
こ
と
で
、
神
社
に
祀
ら
れ
た
最
初
の
神
々
と
さ
れ
る
。 

  
 
 
 
 

七 
  
 

明 

彩 
 
 

う
る
は
し 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
五
段
「
此
子
、
光
華
明
彩
、

照
徹
於
六
合
之
内
」（
此
の
子
、
光
華
（
ひ
か
り
）
明
彩
（
う
る
は

し
）
く
し
て
、
六
合
（
く
に
）
の
内
に
照
り
撤
る
）。
天
照
大
神
が

生
誕
し
た
と
き
の
描
写
で
、「
光
華
明
彩
」
の
四
文
字
に
華
厳
経
の

影
響
を
指
摘
す
る
学
説
も
あ
る
。 

 

六
合
を
「
く
に
」
と
読
む
の
は
東
西
南
北
・
天
地
の
合
わ
せ
た
全

宇
宙
。
全
世
界
の
意
味
。 

 

「
六
合
」
は
『
書
紀
』
巻
第
三
「
神
武
天
皇
」
紀
「
當
足
以
恢
弘

大
業
・
光
宅
天
下
、
蓋
六
合
之
中
心
乎
」「
然
後
、
兼
六
合
以
開
都
、

掩
八
紘
而
爲
宇
、
不
亦
可
乎
」
と
あ
っ
て
、『
書
紀
』
に
お
け
る
建

国
定
都
譚
に
お
い
て
は
畝
傍
山
の
山
上
か
ら
遠
望
し
た
限
り
一
帯
が

「
國
」、
そ
の
東
南
の
樫
原
が
「
國
之
墺
區
」（
け
だ
し
國
の
墺
區

（
も
な
か
＝
中
心
）
だ
っ
た
。 

  
 

浮 

寳 
 

 
 

う
く
た
か
ら 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
八
段
「
韓
郷
之
嶋
、
是
有

金
銀
、
若
使
吾
兒
所
御
之
國
、
不
有
浮
寶
者
、
未
是
佳
也
」（
韓

（
か
ら
）
の
郷
の
嶋
に
は
是
金
銀
有
り
、
若
使
（
た
と
ひ
）
吾
が
兒

の
所
御
（
し
ら
）
す
國
に
、
浮
寶
あ
ら
ず
は
、
未
だ
佳
（
よ
）
か
ら

じ
）。
浮
寶
は
舟
の
こ
と
。 

 

書
紀
は
「
一
書
に
曰
く
」
で
素
戔
鳴
（
す
さ
の
う
）
は
五
十
猛

（
い
た
け
る
）
神
を
率
い
て
新
羅
国
に
降
臨
し
、
こ
の
国
に
舟
が
な

い
の
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
、
と
い
っ
て
杉
、
檜
、
柀
、
櫲
樟
な
ど
の

木
を
植
え
た
と
い
う
。
こ
の
伝
承
が
史
的
事
実
を
反
映
し
て
い
る
と

す
る
と
、
ス
サ
ノ
オ
の
一
族
は
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
列
島
に
渡
来
し

た
こ
と
に
な
る
。 

  
 

顕 

見 
 
 

う
つ
し
き 

 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
「
神
代
上
」
第
八
段
「
夫
大
己
貴
命
、
與

少
彦
名
命
、
戮
力
一
心
、
経
営
天
下
。
復
為
顕
見
蒼
生
及
畜
産
、
則

定
其
療
病
之
方
」（
夫
れ
大
己
貴
命
（
お
お
む
な
ち
の
み
こ
と
）
と

少
彦
名
命
、（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）
力
を
あ
は
せ
心
を
一
に
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し
て
天
下
を
経
営
（
つ
く
）
る
。
ま
た
顕
見
蒼
生
（
う
つ
し
き
あ
を

ひ
と
く
さ
）
お
よ
び
畜
産
（
け
も
の
）
の
為
は
、
そ
の
病
を
療
む
る

方
（
み
ち
）
を
定
む
）。 

 

顕
見
蒼
生
は
大
己
貴
す
な
わ
ち
大
国
主
の
命
に
従
う
民
の
こ
と
。

国
津
神
に
よ
る
国
土
平
定
伝
承
の
部
分
。 

  
 

周 

流 
 
 

め
ぐ
り
あ
る
く 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
「
以
岐
神
為
郷
導
、

周
流
削
平
」（
岐
神
（
く
な
ど
）
を
以
っ
て
郷
（
く
に
）
の
導
き
と

し
て
、
周
流
（
め
ぐ
り
あ
る
）
き
つ
つ
削
平
（
た
ひ
ら
）
ぐ
）。
中

国
古
典
『
文
選
』
上
林
賦
「
周
流
長
途
中
宿
」。
周
流
は
「
長
行
し

紆
余
曲
折
」
の
意
。 

  
 
 
 
 

八 
  
 

宜 

試 
 
 

ぎ
し
／
こ
こ
ろ
み
た
ま
へ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
「
僉
曰
、
天
國
玉
之

子
天
稚
彦
、
是
壮
士
也
。
宜
試
之
」（
み
な
曰
さ
く
、
天
國
玉
の
子

天
稚
彦
、
こ
れ
壮
士
な
り
。
試
み
た
ま
へ
）。
宜
試
は
「
宜
し
く
試

み
る
」。
天
稚
彦
の
読
み
は
「
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
」、
若
く
て
立
派
な
男

子
の
意
味
。 

  
 

先 

驅 
 
 

さ
き
は
ら
ひ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
一
書
第
一
「
先 

 

驅
者
還
白
、
有
一
神
、
居
天
八
達
之
懼
」（
先
驅
の
者
還
り
て
白
さ

く
、
一
の
神
有
り
て
、
天
八
達
之
懼
に
居
り
）。
天
孫
降
臨
の
と
き
、

先
駆
け
の
者
が
天
八
達
之
懼
（
あ
め
の
や
ち
ま
た
）
に
一
人
の
神
が

い
る
と
報
告
し
た
。 

 

ヤ
チ
マ
タ
は
道
が
多
く
集
ま
り
分
岐
す
る
場
所
、
す
な
わ
ち
都
市
。

八
衢
、
八
街
と
も
。
魏
志
倭
人
伝
に
見
え
る
「
邪
馬
台
国
」
は
そ
の

音
を
写
し
た
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
。 

  
 

稜 

威 
 

 
 

い
つ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
一
書
第
一
「
皇
孫
於

是
、
脱
離
天
磐
座
、
排
分
天
八
重
雲
、
稜
威
道
別
道
別
而
天
降
之
也
」

（
皇
孫
こ
こ
に
天
の
磐
座
（
い
は
く
ら
）
を
脱
離
（
お
し
は
な
）
ち
、

天
八
重
雲
を
排
分
＝
お
し
わ
＝
け
て
、
稜
威
の
道
別
き
に
道
（
ち
）

＝
別
（
わ
）
き
て
天
降
り
ま
す
）。
地
上
を
支
配
す
べ
く
高
天
原
か

ら
天
孫
が
降
臨
し
て
い
く
と
き
の
さ
ま
、
稜
威
は
『
書
紀
』
巻
第
一

第
五
段
に
見
え
る
「
湯
津
」
に
通
じ
、「
神
聖
な
る
も
の
」
の
意
。 
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覓 

國 
 

 
 

く
に
ま
ぎ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
一
書
第
四
「
而
膂
宍

之
空
國
、
自
頓
丘
覓
國
行
去
、
到
於
吾
田
長
屋
笠
狭
之
碕
矣
」（
膂

宍
（
そ
し
し
）
の
空
國
（
そ
ら
く
に
）
を
頓
丘
（
ひ
た
を
）
か
ら
覓

國
（
く
に
ま
）
ぎ
行
去
（
と
ほ
）
り
て
、
吾
田
の
長
屋
の
笠
狭
の
碕

に
到
り
ま
す
）。
日
向
の
襲
の
高
千
穂
の
峰
に
降
り
立
っ
た
天
孫
が

「
膂
宍
の
空
國
（
荒
れ
果
て
て
空
し
い
地
）
を
通
り
過
ぎ
、
め
ぐ
り

に
め
ぐ
っ
て
吾
田
の
長
屋
の
笠
狭
の
碕
に
到
着
し
た
」
と
い
う
一
文
。 

 

『
書
紀
』
本
文
中
の
注
に
「
頓
丘
、
此
云
毗
陀
烏
。
覓
國
、
此
云

矩
貳
磨
儀
」
（
頓
丘
こ
れ
を
ヒ
タ
ヲ
、
覓
國
こ
れ
を
ク
ニ
マ
ギ
と
云

う
）
と
あ
る
。
「
覓
」
は
「
住
む
の
に
適
し
た
地
を
探
し
て
歩
き
回

る
こ
と
」
の
意
。 

  
 
 
 
 

九 
  
 

玉 

鋺 
 

 
 

た
ま
の
は
り 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
二
「
于
時
、
海

神
之
女
豊
玉
姫
、
手
持
玉
鋺
、
来
将
汲
水
」（
時
に
海
神
（
わ
た
つ

み
）
の
女
豊
玉
姫
、
手
に
玉
鋺
（
た
ま
の
は
り
）
を
持
ち
て
来
た
り

て
将
に
水
を
汲
ま
ん
と
す
）。
古
く
は
西
域
に
産
し
た
玉
石
を
刳
り

貫
い
て
作
っ
た
碗
の
こ
と
。
訓
「
は
り
」
は
水
晶
の
こ
と
。 

 

玉
石
は
主
に
緑
色
透
明
度
が
高
く
、
磨
く
と
光
沢
が
出
た
。
な
か

で
も
中
国
大
陸
の
王
朝
で
は
が
好
ま
れ
、
そ
れ
が
西
域
と
の
交
易
路

を
開
く
き
っ
け
か
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
日
本
列
島
に
水
稲
耕
作
の

技
術
を
持
っ
た
人
々
が
渡
来
し
た
の
は
、
日
本
海
の
浜
辺
に
産
す
る

翡
翠
の
採
取
が
目
的
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

  
 

秀 

起 
 

 
 

さ
き
た
つ 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
九
段
一
書
第
六
「
其
於
秀
起

浪
穂
之
上
、
起
八
尋
殿
、
而
手
玉
玲
瓏
、
織
經
之
少
女
者
、
是
誰
之

子
女
耶
」（
か
の
秀
起
（
さ
き
た
）
つ
る
浪
穂
の
上
に
八
尋
殿
を
起

て
て
手
玉
（
た
だ
ま
）
も
玲
瓏
（
ゆ
ら
）
に
織
經
る
少
女
は
こ
れ
誰

が
子
女
ぞ
）。 

 

手
玉
は
「
手
首
に
つ
け
た
玉
石
の
飾
り
」、
玲
瓏
は
「
玉
の
よ
う

に
輝
き
透
き
通
っ
た
さ
ま
」「
玉
が
触
れ
合
っ
て
か
な
で
る
美
し
い

音
」。
八
尋
殿
（
火
瓊
瓊
杵
（
ほ
ノ
に
に
ぎ
）
尊
と
木
花
開
耶
（
こ

の
は
な
さ
く
や
）
姫
が
新
婚
生
活
を
送
っ
た
大
き
な
屋
敷
）
で
美
し

い
音
を
立
て
て
機
を
織
っ
て
い
る
の
は
誰
の
娘
だ
？ 

 

木
花
開
耶
姫
は
桜
の
精
で
、
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
水
田
の
水

の
温
度
が
田
植
え
に
適
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
水
稲
耕
作
民
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が
神
と
し
て
祀
っ
た
。 

 
「
玲
瓏
」
は
「
玉
の
よ
う
に
美
し
い
さ
ま
」 

  
 

纏 
綿 

 
 

む
つ
ま
か 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
三
「
海
神
則

以
其
子
豊
玉
姫
妻
之
。
遂
纏
綿
篤
愛
、
已
經
三
年
」（
海
神
、
則
ち

其
の
子
豊
玉
姫
を
以
て
妻
せ
ま
つ
る
。
遂
に
纏
綿
（
む
つ
ま
か
）
に

篤
愛
し
て
已
に
三
年
に
經
り
ぬ
）。 

 

纏
綿
は
「
こ
ま
や
か
で
親
し
み
愛
し
む
さ
ま
」。 

 

彦
火
火
出
見
尊
（
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と
）
が
海
の
底
の
海
神

（
わ
た
つ
み
）
の
宮
で
豊
玉
姫
と
三
年
を
過
ご
し
、
彦
波
瀲
（
ひ
こ

な
ぎ
さ
）
武
（
た
け
）
鸕
鵜
（
う
が
や
）
草
葺
不
合
尊
（
ふ
き
あ
え

ず
の
み
こ
と
）（
神
武
天
皇
の
父
）
が
誕
生
す
る
。
こ
の
物
語
が

「
浦
島
太
郎
」
の
原
型
と
な
っ
た
。 

  
 

侍 

者 
 
 

ま
か
た
ち 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
三
「
時
有
豊

玉
姫
侍
者
、
持
玉
鋺
當
汲
井
水
」（
時
に
豊
玉
姫
の
侍
者
（
ま
か
た

ち
）
有
り
て
、
玉
鋺
（
た
ま
の
は
り
）
を
持
ち
て
當
に
井
の
水
を
汲

ま
む
と
す
る
に
）。
侍
者
は
「
上
の
者
の
意
の
ま
ま
に
動
く
者
」
の

意
。 

 

海
神
の
宮
殿
に
迷
い
込
ん
だ
彦
火
火
出
見
は
虚
空
津
日
高
（
虚
空

彦
：
そ
ら
つ
ひ
こ
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
泉
の
ほ
と
り
で
豊

玉
姫
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。 

  
 
 
 
 

十 
  
 

迅 

風 
 
 

は
や
か
ぜ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
四
「
弟
居
濱

而
嘯
之
。
時
迅
風
忽
起
、
兄
則
溺
苦
」（
弟
、
濱
に
居
し
ま
し
て
嘯

（
う
そ
ぶ
）
き
た
ま
ふ
。
時
に
、
迅
風
忽
（
た
ち
ま
）
ち
起
こ
り
て
、

兄
則
ち
溺
れ
苦
む
）。 

 

弟
（
陸
上
の
王
・
彦
火
火
出
見
（
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
）
尊
）
が
浜
辺

で
呪
文
を
唱
え
る
と
た
ち
ま
ち
強
風
が
吹
き
、
兄
（
海
人
の
王
・
火

（
ほ
）
闌
（
す
そ
）
降
（
り
）
命
）
が
乗
っ
た
船
が
転
覆
し
て
、
兄

王
が
溺
れ
た
、
と
い
う
描
写
。 

 
火
の
神
を
産
ん
だ
こ
と
で
命
を
落
と
し
た
イ
ザ
ナ
ミ
の
子
孫
の
敬

称
に
「
火
」
が
付
せ
ら
れ
る
の
は
、
五
行
思
想
の
赤
に
つ
な
が
り
農

耕
・
医
薬
・
火
の
神
で
あ
る
炎
帝
が
先
祖
と
す
る
漢
帝
室
の
思
想
が

影
響
し
て
い
る
。「
火
」（
転
じ
て
「
日
」
＝
太
陽
）
が
大
和
王
統
の

姓
だ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。 
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懊 

悩 
 
 

な
や
む 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
上
」
第
五
段
一
書
第
四
「
且
生
火

神
軻
遇
突
智
之
時
、
悶
熱
懊
悩
」（
火
神
軻
遇
突
智
（
か
ぐ
つ
ち
）

を
生
ま
む
と
す
る
時
に
、
悶
熱
（
あ
つ
か
）
ひ
懊
悩
む
）。
こ
こ
で

の
懊
悩
は
「
思
い
悩
む
」
で
は
な
く
「
絶
叫
を
あ
げ
て
苦
し
む
」
の

意
。 

 

死
に
際
し
て
イ
ザ
ナ
ミ
は
鉱
物
の
神
（
金
山
彦
、
金
山
姫
）
土
の

神
（
埴
（
は
に
）
山
（
や
ま
）
姫
）、
水
の
神
（
罔
象
女
（
み
ず
は

の
め
）
神
）
を
産
み
、
ハ
ニ
ヤ
マ
姫
の
孫
が
食
物
神
（
豊
宇
気
毘
売
）

と
な
る
。 

  
 

草 

昧 
 
 

く
ら
き 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
「
神
武
即
位
前
紀
」
第
一
段
「
是
時
、
運

屬
鴻
荒
、
時
鍾
草
昧
」（
是
の
時
に
、
運
（
よ
）、
鴻
荒
（
あ
ら
き
）

に
屬
（
し
た
が
）
ひ
、
時
、
草
昧
（
く
ら
き
）
に
鍾
（
あ
た
）
れ

り
）。 

 

鴻
荒
は
「
太
古
」、
草
昧
は
「
モ
ノ
の
始
め
で
い
ま
だ
闇
の
と
き
」

の
こ
と
。
と
も
に
中
国
古
文
書
『
文
選
』
か
ら
の
引
用
。 

 

 
 

連 

屬 
 
 

れ
ん
ぞ
く 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
第
十
段
一
書
第
四
「
汝
久
居

海
原
。
必
有
善
術
。
願
以
救
之
。
若
活
我
者
、
吾
生
兒
八
十
連
屬
、

不
離
汝
之
垣
邊
、
當
爲
俳
優
之
民
」（
汝
、
久
し
く
海
原
に
居
し
き
。

必
ず
善
き
術
有
ら
む
。
願
は
く
は
救
ひ
た
ま
へ
。
若
し
我
を
活
け
た

ま
へ
ら
ば
、
吾
が
生
の
兒
の
八
十
連
屬
に
、
汝
の
垣
邊
（
か
き
と
も
）

を
離
れ
ず
し
て
、
俳
優
（
わ
ざ
お
き
）
の
民
た
ら
む
）。
海
に
溺
れ

た
兄
が
弟
に
救
助
を
求
め
た
言
葉
。「
も
し
自
分
を
助
け
て
く
れ
た

ら
子
々
孫
々
お
前
の
宮
の
そ
ば
を
離
れ
ず
仕
え
さ
せ
よ
う
」。 

 

連
屬
は
「
つ
な
が
る
」「
関
係
す
る
」
の
意
。『
漢
書
』
成
帝
紀
に

「
卒
徒
蒙
辜
・
死
者
連
屬
・
百
姓
罷
極
・
天
下
匱
竭
」（
兵
務
や
労

役
に
服
す
る
者
罪
は
な
い
の
に
死
に
瀕
し
、
百
姓
は
疲
れ
果
て
天
下

は
苦
し
ん
で
い
る
）
と
あ
る
。 

  
 
 
 
 

十
一 

  
 

嚇 

躍 
 
 

か
く
や
く 

 
「
嚇
」
は
周
囲
が
恐
れ
る
ほ
ど
に
勢
い
が
盛
ん
な
さ
ま
。「
お
ど

す
」「
大
声
で
叱
る
」
の
意
。
躍
は
「
お
ど
る
」。
勢
い
よ
く
遮
二
無

二
前
進
す
る
さ
ま
。
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
。 
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飄 

掌 
 
 

た
ひ
ろ
か
す 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
一
書
第
四
「
至
膝
時
則
擧
足
。

至
股
時
則
走
廻
。
至
腰
時
則
捫
腰
、
至
腋
時
則
置
手
於
胸
。
至
頸
時

則
擧
手
飄
掌
」（
膝
に
至
る
時
は
足
を
擧
ぐ
。
股
に
至
る
時
は
走
り

廻
る
。
腰
に
至
る
時
は
腰
を
捫
（
も
ち
）
ふ
。
腋
に
至
る
時
は
手
を

胸
に
置
く
。
頸
に
至
る
時
は
手
を
擧
げ
て
飄
掌
（
た
ひ
ろ
か
）
す
）。 

 

飄
掌
の
意
味
は
「
手
の
ひ
ら
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
る
」
さ
ま
。「
捫
」

の
意
味
は
「
な
で
る
「
さ
す
る
」
だ
が
、「
捫
ふ
」
の
場
合
は
「
よ

じ
る
」「
ひ
ね
る
」
の
意
。 

  
 

仙 

蹕 
 
 

み
さ
き
は
ら
ひ 

 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
「
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
」
即
位
前
紀
「
於

是
、
火
瓊
瓊
杵
尊
闢
天
關
披
雲
路
、
駈
仙
蹕
以
戻
止
」（
是
に
火
瓊

瓊
杵
（
ほ
ノ
に
に
ぎ
ぎ
）
尊
、
天
關
（
あ
ま
の
い
は
く
ら
）
を
闢

（
ひ
ら
）
き
雲
路
を
披
（
お
し
わ
）
け
、
仙
蹕
（
み
さ
き
は
ら
ひ
）

駈
ひ
て
戻
止
（
い
た
）
り
ま
す
）。 

 

仙
蹕
は
神
聖
な
る
者
が
通
る
と
き
の
先
払
い
の
こ
と
。
転
じ
て
七

世
紀
に
天
皇
の
御
幸
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
た
。『
懐
風
藻
』

に
、
伊
與
部
連
馬
養
（
い
よ
べ
ノ
い
ま
か
い
）
が
持
統
天
皇
に
さ
さ

げ
た
歌
「
尭
帝
の
仁
智
に
叶
い
仙
蹕
山
川
を
玩
ぶ
。
畳
嶺
杳
と
し
て

極
ら
ず
」
が
あ
る
。 

  
 

恢 

弘 
 
 

ひ
ら
き
の
ぶ 
 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
神
武
天
皇
即
位
前
紀
「
彼
地
、
必
當
足
以

恢
弘
大
業
光
宅
天
下
」（
彼
の
地
は
、
必
ず
以
て
大
業
を
（
あ
ま
つ

ひ
つ
ぎ
）
恢
弘
（
ひ
ら
き
の
）
べ
て
、
天
の
下
に
光
宅
る
に
足
り
ぬ

べ
し
）。 

 

大
業
の
本
来
の
意
味
は
文
字
通
り
「
大
き
な
事
業
」
の
こ
と
。

『
書
紀
』
編
者
が
こ
こ
に
採
用
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
隋
・
煬
帝
の

年
号
「
大
業
」
に
由
来
す
る
か
。「
光
宅
天
下
」
は
中
国
の
『
尚
書
』

序
文
か
ら
の
流
用
だ
が
、『
日
本
書
紀
』
編
纂
の
直
近
事
と
し
て
、

大
唐
帝
国
皇
帝
睿
宗
の
と
き
、
西
暦
六
八
四
年
九
月
か
ら
十
二
月
の

三
か
月
だ
け
使
わ
れ
た
元
号
「
光
宅
」
が
あ
る
。 

      

日
本
Ｉ
Ｔ
書
紀 

Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｊ
／
２
０
２
３ 
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第
二
百
三
十
三 

  
 

あ
と
が
き 

   
 
 
 
 

一 
  

こ
と
あ
る
た
び
、 

 

―
―
こ
う
い
う
本
を
出
し
た
い
。 

 

と
い
い
続
け
て
い
る
う
ち
、
気
が
つ
け
ば
夏
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
対
し
て
加
筆
修
正
ば
か
り
で
な
く
、

教
示
を
い
た
だ
く
こ
と
が
先
行
し
て
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
書
籍
が

出
な
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
〝
狼
少
年
〞
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
気

持
ち
ば
か
り
が
焦
る
。 

 

い
ざ
出
版
に
向
け
て
編
集
を
始
め
る
と
さ
ま
ざ
ま
迷
い
が
生
じ
、

か
つ
不
足
不
備
が
目
に
付
く
た
め
に
改
め
て
調
べ
直
し
、
優
柔
不
断

の
う
ち
に
二
度
三
度
と
全
面
的
な
校
訂
が
必
要
に
な
る
。
書
き
手
と

編
み
手
が
同
一
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
不
都
合
は
ま
ず
発
生
し

な
い
。 

 

―
―
こ
う
な
れ
ば
目
を
つ
む
っ
て
〝
エ
イ
ヤ
ッ
〞
で
や
る
し
か
な

い
。 

 

と
は
思
う
の
だ
が
、
ま
た
優
柔
不
断
が
頭
を
擡
（
も
た
）
げ
る
。 

 

―
―
総
ペ
ー
ジ
数
五
千
、
全
十
巻
。 

 

と
い
う
筆
者
の
構
想
を
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
の
は
、
今
日
的
状

況
で
は
ど
う
や
ら
無
理
で
あ
る
ら
し
か
っ
た
。 

 

―
―
焦
点
を
絞
っ
て
、
四
分
の
一
以
下
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
。 

 

と
某
出
版
社
の
担
当
者
は
言
っ
た
。 
 

商
業
出
版
社
に
あ
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
価
値
が
な
い
こ
と
に
な
る
。 

 

―
―
で
あ
れ
ば
。 

 

と
い
う
の
が
自
費
出
版
な
ら
ぬ
自
社
出
版
を
決
意
し
た
事
情
で
あ

る
。
世
に
あ
る
出
版
会
社
で
あ
っ
て
も
、
創
業
の
と
き
の
思
い
は
同

じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

 

自
社
出
版
の
母
体
で
あ
る
ナ
レ
イ
と
い
う
会
社
に
つ
い
て
、
や
や

補
足
し
て
お
き
た
い
。（
注
：
ナ
レ
イ
株
式
会
社
は
二
〇
一
三
年
九

月
に
法
人
登
記
を
取
り
下
げ
て
い
る
） 

 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
と
き
、
偶
然
に
も
小
学
校
時
代
の
友
人

二
人
が
同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
事
務
所
を

開
く
な
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
共
同
で
会
社
を
興
さ
な
い
か
、
と
い
う

無
謀
な
発
案
が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
〝
勢
い
〞
と
い
う
も
の
が
加
わ
っ

て
、
と
う
と
う
形
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
そ
の
趣
旨
を
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。 

  

ナ
レ
イ
株
式
会
社
は
原
則
と
し
て
、
四
十
五
歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る

「
中
高
齢
」
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
（
フ
ェ
ロ
ー
）
で
構
成
し
ま
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す
。
特
定
の
企
業
内
で
専
門
職
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
・
客
観
的
に

見
た
と
き
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
る
か
ど
う

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 

企
業
形
態
と
し
て
は
、
参
加
す
る
各
自
が
各
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
自
立
し
つ
つ
連
携
、
協
業
す
る
〔
ア
ソ
シ
エ
ー

ト
・
フ
ァ
ー
ム
〕
を
想
定
し
て
お
り
、
従
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
活
用
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
が
活
動
の
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 

 

以
下
、
こ
の
会
社
に
参
加
す
る
に
は
一
口
の
出
資
が
必
要
で
あ
る

と
か
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
を
提
出
し
ろ
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
書
い
て
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
活
用
し
、
ホ
ー
ム

オ
フ
ィ
ス
／
オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
企
ん
だ
の
は
、

い
ま
か
ら
思
え
ば
や
や
先
走
り
だ
っ
た
。 

 

―
―
は
て
こ
れ
が
利
潤
追
求
の
企
業
で
あ
り
得
る
の
か
。 

 

と
、
我
が
こ
と
な
が
ら
首
を
傾
げ
た
く
な
る
。 

 

と
ま
れ
―
―
。 

 

情
報
産
業
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
よ
そ
三
十
年
が
経
つ
。

そ
れ
な
り
に
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
い
ざ
書
き
始
め
る

と
次
か
ら
次
に
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
出
て
き
た
。
拾
い

上
げ
た
土
塊
の
欠
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
欠
落
を
補
っ
て
復
元
し
た

土
器
を
眺
め
眇
め
つ
、
そ
れ
が
何
物
で
あ
る
か
を
考
え
取
捨
す
る
作

業
と
ほ
ぼ
等
し
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

足
形
を
刻
ん
だ
平
ら
な
石
を
拝
む
風
習
が
あ
る
。 

 

仏
足
石
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
全
国
に
百
余
を
数
え
、
天

平
勝
宝
五
年
の
年
紀
を
持
つ
奈
良
薬
師
寺
の
そ
れ
が
最
古
と
さ
れ
る
。

足
形
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
仏
陀
が
立
っ
て
い
る
の
で
あ

る
、
と
い
う
信
仰
だ
が
、
ま
や
か
し
と
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
。 

 

何
も
な
い
空
間
に
、
目
に
見
え
ぬ
何
者
か
の
姿
を
再
現
す
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、
筆
者
の
作
業
は
仏
足
石
を
拝
む
の
と
似
て
い
な

い
で
も
な
い
。 

 

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
本
書
は
野
辺
の
石
、
傍
ら
の
草
で
す
ら
初
源

の
計
算
の
道
具
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

と
し
て
は
歯
車
と
バ
ネ
か
ら
手
廻
式
機
械
装
置
、
蒸
気
機
関
、
電
動

機
械
装
置
ま
で
、
時
間
的
に
は
太
古
か
ら
昭
和
の
終
盤
ま
で
を
扱
っ

た
。 

 

い
つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
機
械
装
置
を
作
っ
た
か
、
何
年
の
何

月
に
誰
が
何
を
し
た
か
と
い
う
、
暗
記
す
る
こ
と
が
知
識
の
習
得
で

あ
る
か
の
よ
う
な
空
し
い
歴
史
の
授
業
で
な
く
、
あ
る
い
は
仏
足
の

形
状
を
個
々
に
分
析
す
る
の
で
な
く
、
そ
こ
に
人
々
の
息
遣
い
が
存

在
す
る
―
―
と
読
者
諸
氏
が
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
ま
ず
第
一
の

目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。 
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第
二
に
は
、
そ
れ
は
筆
者
の
興
味
を
惹
い
た
こ
と
で
も
あ
る
の
だ

が
、
近
代
計
算
機
械
装
置
を
使
い
こ
な
す
に
は
「
表
」
と
「
統
計
」

の
概
念
が
必
要
だ
っ
た
。
杉
亨
二
と
い
う
人
物
が
そ
の
概
念
を
う
ち

立
て
た
。 

 

次
に
計
算
の
仕
事
に
機
械
装
置
を
使
う
に
際
し
て
漢
数
字
か
ら
ア

ラ
ビ
ア
数
字
へ
の
転
換
と
い
う
大
き
な
意
識
改
革
が
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
あ
ま
り
に
当
た
り
前
す
ぎ
る
こ
と
な
の
で
、
存
外
に
忘
れ
去

ら
れ
て
い
る
。 

 

古
今
風
の
浪
漫
主
義
を
否
定
し
万
葉
風
の
写
生
主
義
を
唱
え
た
正

岡
子
規
は
、
門
人
の
句
を
評
す
る
の
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
点
数
を
付

け
た
。
句
会
に
お
い
て
は
総
当
り
の
星
取
り
の
よ
う
な
採
点
表
を
考

案
し
て
、
そ
の
集
計
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
行
い
、
順
位
は
漢
数
字
で

示
し
た
。
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
和
洋
混
淆
は
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
現
わ
れ
て
い
た
。 

 

前
島
密
と
い
う
開
明
者
が
考
案
し
た
郵
便
貯
金
の
制
度
が
な
け
れ

ば
公
文
書
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
表
が
採
用
さ
れ
る
の
が
遅
れ
、
計
算

機
械
装
置
の
普
及
に
い
ま
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。 

 

第
三
に
、
昭
和
初
年
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
、
経
済
環
境
の
変
動

は
い
ま
以
上
に
激
し
か
っ
た
。
欧
米
列
強
諸
国
と
徳
川
幕
府
が
結
ん

だ
不
公
平
な
金
と
銀
の
交
換
比
率
に
基
づ
く
協
商
協
定
、
金
本
位
制

か
ら
信
用
貨
幣
へ
、
国
内
資
本
の
形
成
と
蓄
積
か
ら
海
外
へ
の
投
資

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
事
務
機
器
を
輸
入
す
る
に
際
し
て
関

税
の
問
題
が
生
じ
、
国
産
品
愛
用
運
動
が
政
府
の
主
導
に
よ
っ
て
展

開
さ
れ
た
と
い
う
あ
た
り
は
、
つ
い
ぞ
一
九
七
〇
年
代
以
後
の
軌
跡

と
重
な
る
よ
う
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

本
書
を
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
、
様
々
な
新
し
い
経
験
を
し
た
。 

 

ま
ず
、
編
集
の
問
題
が
あ
っ
た
。 

 

本
文
よ
り
補
注
を
加
え
た
り
参
照
し
た
文
献
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
再
度
調
べ
る
の
に
た
い
そ
う
手
間
を
取
っ
た
。
か
つ
、
全

体
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
、
迷
う
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
量
が
ま
ち
ま
ち
で
は
、
刊
行
を
終
え
、
書
架
に
並
ん

だ
と
き
お
か
し
な
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

次
に
体
裁
と
い
う
難
問
が
あ
っ
た
。
表
紙
に
張
る
布
の
色
、
織
目
、

カ
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
、
本
扉
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
図
柄
を
入
れ
る
か

入
れ
な
い
か
、
は
た
ま
た
本
文
に
使
用
す
る
紙
の
色
合
い
や
斤
量
…

…
。 

 
そ
れ
ま
で
雑
誌
や
年
鑑
も
の
は
手
が
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

新
聞
と
い
う
決
め
ら
れ
た
紙
面
と
限
り
あ
る
記
事
の
分
量
を
前
提
と

し
た
ル
ー
チ
ン
の
編
集
が
中
心
だ
っ
た
か
ら
、
い
か
さ
ま
戸
惑
っ
た
。 

 

家
を
建
て
る
と
き
躯
体
の
設
計
は
で
き
て
い
る
の
に
壁
紙
や
台
所
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の
器
具
、
照
明
な
ど
が
な
か
な
か
決
め
ら
れ
な
い
の
と
よ
く
似
て
い

る
。 

 
そ
れ
が
終
わ
っ
た
と
思
う
間
も
な
く
、
出
来
上
が
っ
た
書
籍
の
販

売
に
伴
う
在
庫
管
理
、
発
送
事
務
、
ど
う
や
っ
て
予
約
を
受
け
る
か
、

請
求
書
、
領
収
書
を
ど
う
す
る
の
か
、
残
る
四
分
冊
の
印
刷
経
費
を

ど
う
捻
出
す
る
か
と
い
っ
た
課
題
が
浮
き
上
が
っ
た
。 

 

こ
う
い
う
こ
と
に
は
全
く
素
人
な
の
で
、
手
違
い
・
間
違
い
・
勘

違
い
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
よ
う
や
く
一
つ
の
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ

た
。 

 

な
る
ほ
ど
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
既
存
の
商
業
出
版
社
に
任

せ
る
の
が
得
策
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
直
接
、 

 

「
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
よ
う
な
本
に
な
り
ま
し
た
」
と 

 

手
渡
し
て
行
き
た
い
気
持
ち
が
勝
っ
た
。 

 

と
は
い
え
、
本
書
は
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
、
後
編
が
戦
後
復

興
と
経
済
成
長
の
物
語
な
ど
紆
余
曲
折
が
お
り
混
じ
っ
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
成
果
を
あ
ま
り
反
映
で
き
て
い
な
い
。 

 

た
だ
、
イ
ギ
リ
ス
に
生
ま
れ
た
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
法
則
が
ア
メ

リ
カ
に
渡
っ
て
Ｏ
Ｒ
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
）
の
手
法

を
生
み
、
そ
れ
が
計
算
機
に
よ
っ
て
具
体
化
し
た
こ
と
、
計
算
機
の

技
術
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
暗
号
が
同
じ
く
計
算
機
に
よ
っ
て
解
読

さ
れ
、
計
数
処
理
に
基
づ
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
連
合

国
軍
な
か
ん
ず
く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
が
的
確
に
日
本
の
工
業
生
産

力
を
解
明
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
興
味
ふ
か
い
。 

 

さ
ら
に
い
え
ば
終
戦
後
の
国
産
電
子
計
算
機
開
発
は
多
く
の
挑
戦

者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
そ
の
コ
コ
ロ
ザ
シ
が
政
策
を
動
か
し
産
業
の

発
展
に
結
び
つ
い
た
。
器
具
も
な
く
道
具
も
な
く
、
文
献
の
み
を
手

が
か
り
に
半
導
体
を
作
り
出
し
て
い
く
研
究
者
の
姿
は
、
明
治
・
大

正
期
に
計
算
機
の
国
産
化
を
考
え
た
川
口
市
太
郎
、
大
本
寅
次
郎
な

ど
と
見
事
に
重
な
っ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

四 
  

全
く
の
偶
然
で
、
旧
版
の
第
一
分
冊
を
刊
行
し
た
の
は
二
〇
〇
四

年
度
情
報
化
月
間
の
初
日
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、
日
本
情

報
処
理
開
発
協
会
の
河
端
照
孝
特
別
顧
問
が
早
速
推
薦
文
を
書
い
て

く
だ
さ
り
、
加
え
て
同
協
会
会
長
の
児
玉
幸
二
氏
に
「
情
報
化
推
進

国
民
会
議
議
長
」
と
し
て
一
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
手
配
ま
で
し
て

い
た
だ
い
た
。 

 
児
玉
氏
は
最
初
、 

 
―
―
キ
ミ
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
ボ
ク
が
情
振
課
の
課
長
の
と

き
だ
っ
た
か
な
。 

 

と
、
や
や
誇
張
気
味
に
さ
か
の
ぼ
る
口
調
だ
っ
た
。 

の
ち
本
庁
の
玄
関
で
公
用
車
か
ら
出
て
き
た
通
産
省
事
務
次
官
と
し
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て
の
児
玉
氏
と
バ
ッ
タ
リ
出
く
わ
し
た
。 

 
「
よ
ぉ
、
生
き
て
い
た
か
。
最
近
、
と
ん
と
顔
を
出
さ
な
い
な
」 

 
「
局
長
や
次
官
か
ら
は
ホ
ッ
ト
な
情
報
は
貰
え
ま
せ
ん
か
ら
ね
」 

 

と
い
う
よ
う
な
会
話
を
交
わ
し
た
記
憶
が
あ
る
。 

 

生
意
気
で
あ
っ
た
。 

 

「
情
報
産
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
す
こ
と
ぐ
ら
い
は
で
き
る
さ
。

思
い
は
キ
ミ
と
同
じ
だ
」 

 

と
い
う
言
葉
に
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
と
き
の
こ
と
を
同
氏
も
覚
え
て
い
て
く
れ
た
。 

 

課
長
時
代
に
も
児
玉
氏
は 

 

―
―
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
価
値
を
ど
う
評
価
す
る
か
、
そ
の
た
め
に

は
法
的
保
護
や
知
的
財
産
の
認
識
を
産
業
界
に
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
を
適
正
に
施
策
化
す
る
こ
と
が
日
本
の
国
際
的
地
位
を

高
め
る
。 

 

と
い
う
考
え
方
を
明
確
に
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
現
在
も
変
わ
り

が
な
い
。 

 

―
―
官
僚
。 

 

こ
の
言
葉
は
、
あ
る
特
殊
な
意
味
を
伴
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。 

 

だ
が
、
初
代
電
子
政
策
課
長
の
平
松
守
彦
氏
を
筆
頭
に
、
情
報
産

業
に
か
か
わ
る
政
策
マ
ン
は
熱
心
に
業
界
の
声
に
耳
を
傾
け
、
徹
夜

も
辞
さ
ず
「
日
本
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
懸
命
に
模
索
し
て
い
た
。 

 

彼
ら
政
策
マ
ン
が
自
分
達
の
居
場
所
を
「
エ
レ
ム
コ
」（
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
向
こ
う
側
）
と
呼
び
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
若
者
た
ち
』
の

主
題
歌
「
君
の
行
く
道
は
果
て
し
な
く
遠
い
…
…
」
を
咆
哮
し
、
省

の
読
み
に
濁
点
を
加
え
て
「
ツ
ウ
ジ
ョ
ウ
残
業
」
省
と
自
嘲
し
た
の

は
、
そ
の
裏
の
矜
持
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。 
 

筆
者
の
よ
う
な
一
介
の
業
界
記
者
に
対
し
て
さ
え
、
政
策
マ
ン
た

ち
が
情
報
産
業
の
未
来
を
語
る
と
き
、
そ
の
熱
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
き
た
。 

 

八
四
年
に
社
団
法
人
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
振
興
協
会
と
社
団
法
人

日
本
情
報
セ
ン
タ
ー
協
会
が
合
併
し
て
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
が

発
足
し
た
。
そ
の
前
夜
―
―
ま
さ
に
記
者
会
見
の
前
日
の
午
後
―
―

通
産
省
旧
本
館
の
五
階
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
喧
々
諤
々
の
議
論
が
、

端
的
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。 

 

と
き
の
課
長
・
柴
﨑
徹
也
氏
を
中
心
に
若
手
政
策
マ
ン
、
ソ
フ
ト

協
と
セ
ン
タ
ー
協
の
幹
部
た
ち
が
鳩
首
し
て
机
を
叩
き
、「
情
報
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
将
来
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
時
代
」

を
論
じ
て
い
た
現
場
に
、
筆
者
は
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
。 

 
そ
う
い
っ
た
こ
と
ご
と
は
稿
を
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 
巻
十
三
「
秉
炬
」
以
後
で
は
主
に
一
九
六
〇
年
代
の
出
来
事
を
描

く
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
の
基
本
特
許
問
題
、
国
産
電
子
計
算
機
の
開
発
、

産
業
界
に
お
け
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
情
報
の
活
用
、
さ
ら

に
受
託
計
算
セ
ン
タ
ー
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
の
成
立
と
い
っ
た
話
柄
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が
陸
続
と
出
て
く
る
。 

あ
る
一
定
の
年
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
「
我
ら
の
時
代
」

で
あ
ろ
う
。
そ
の
熱
気
と
い
う
も
の
を
、
少
し
で
も
伝
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
筆
者
の
目
論
み
は
ま
ず
一
つ
達
せ
ら
れ
る
。 

  
 
 
 
 

五 
  

二
〇
〇
五
年
一
月
二
十
日
、
東
京
・
虎
ノ
門
の
某
所
。 

 

会
合
は
「
午
後
六
時
半
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
だ
が
、
刻

限
が
近
づ
い
て
も
受
付
を
通
過
し
た
人
の
数
は
ま
ば
ら
で
、
案
内
に

立
つ
係
の
人
に
慌
て
た
風
も
な
い
。 

 

―
―
こ
れ
は
自
分
が
時
間
を
間
違
え
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

筆
者
は
ロ
ビ
ー
の
ソ
フ
ァ
に
座
り
な
が
ら
、
ひ
そ
か
に
疑
っ
て
い

た
。 

 

そ
の
う
ち
何
人
か
が
連
れ
立
つ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
し
た
空
気
が
生
ま
れ
、 

元
知
事
が
姿
を
現
し
た
。 

 

元
知
事
と
い
う
の
は
平
松
守
彦
氏
で
あ
る
。 

 

「
よ
ぉ
、
来
と
っ
た
か
」 

 

相
変
わ
ら
ず
血
色
が
よ
く
、
声
に
張
り
が
あ
る
。 

 

「
と
り
あ
え
ず
ご
挨
拶
だ
け
」 

 

会
の
正
式
な
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
の
で
遠
慮
し
よ
う
と
す
る
と
、

元
知
事
は
言
っ
た
。 

 

「
な
に
、
構
わ
ん
。
一
緒
に
来
た
ま
え
」 

 

会
場
に
入
っ
た
数
分
後
に
元
知
事
に
よ
る
挨
拶
は
終
わ
り
、
乾
杯

と
な
っ
た
。
実
際
に
始
ま
っ
た
の
は
七
時
に
近
か
っ
た
が
、
気
心
が

知
れ
て
い
る
か
ら
か
、
手
際
よ
く
会
が
進
ん
で
い
く
。 

 

「
電
政
会
」
の
新
年
会
な
の
で
あ
る
。
通
産
省
機
械
情
報
産
業
局

電
子
政
策
課
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
。
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代

初
期
に
活
躍
し
た
廣
田
慶
次
郎
氏
、
坂
尾
彰
氏
と
い
っ
た
古
豪
に
混

じ
る
と
、
林
量
造
氏
や
澤
昭
裕
氏
、
藤
原
達
也
氏
な
ど
は
〝
若
手
〞

に
入
る
ら
し
い
。 

 

元
知
事
は
そ
の
会
長
を
務
め
る
。 

 

―
―
ゲ
ン
エ
キ
は
ど
う
し
た
。 

 

―
―
彼
ら
は
ま
だ
仕
事
で
し
ょ
う
。 

 

―
―
相
変
わ
ら
ず
濁
点
だ
な
。 

 

ゲ
ン
エ
キ
と
は
「
現
役
」、
濁
点
と
は
「
通
商
産
業
省
」
に
濁
点

を
付
け
て
読
む
と
「
ツ
ウ
ジ
ョ
ウ
・
ザ
ン
ギ
ョ
ウ
（
通
常
残
業
）
省
」

に
な
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
現
役
の
職
員
た
ち
は
来
年
度
施
策
の

詰
め
に
追
わ
れ
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。 

 
や
や
あ
っ
て
ド
ヤ
ド
ヤ
と
若
い
ゲ
ン
エ
キ
た
ち
が
流
れ
込
ん
で
き

た
。 

 
―
―
こ
れ
で
揃
っ
た
、
揃
っ
た
。 

 

―
―
じ
ゃ
、
歌
に
し
よ
う
。 

 

待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
声
が
上
が
っ
た
。 
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―
―
さ
、
み
ん
な
肩
を
組
む
ぞ
。 

 
カ
ラ
オ
ケ
の
演
奏
が
流
れ
る
予
定
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
何
の
手
違

い
か
、
会
場
側
が
用
意
し
た
の
は
「
明
日
に
架
け
る
橋
」
だ
っ
た
。 

ワ
ッ
と
笑
い
が
起
こ
っ
た
。 

 

―
―
い
い
さ
、
音
楽
な
ん
か
な
く
た
っ
て
。 

 

―
―
そ
う
で
す
よ
ね
。 

 

―
―
じ
ゃ
、
行
く
ぞ
。 

 

号
令
が
か
か
っ
た
。 

 

時
な
ら
ぬ
咆
哮
が
始
ま
っ
た
。 

居
合
わ
せ
た
全
員
が
肩
を
組
み
、
左
右
に
体
を
揺
す
っ
て
〝
エ
レ
ム

コ
の
唄
〞
を
歌
う
。
世
の
中
で
は
「
若
者
た
ち
」
の
名
で
通
っ
て
い

る
。
現
在
は
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
情
報
政
策
課
と
名
称
を

変
え
て
い
る
が
、
な
る
ほ
ど
、
エ
レ
ム
コ
の
伝
統
は
健
在
な
の
だ
っ

た
。 

  
 
 
 
 

六 
  

編
集
に
当
た
っ
て
、
筆
者
は
や
や
混
乱
を
起
こ
し
た
。 

 

第
百
一
「
国
産
メ
ー
カ
ー
」
の
あ
た
り
か
ら
、
気
持
ち
の
上
で
は

「
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
こ
と
を
書
き
連
ね
る
」
つ
も
り
な
の
に
、

つ
い
五
〇
年
代
の
話
に
戻
っ
た
り
七
〇
年
代
に
飛
び
、
さ
ら
に
は
八

〇
年
代
の
こ
と
ま
で
触
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
部
分
が
少
な
く
な

か
っ
た
。 

 

あ
る
と
こ
ろ
は
意
図
し
て
書
き
、
多
く
は
書
い
た
あ
と
、
残
す
べ

き
か
削
る
べ
き
か
を
悩
ん
だ
。
読
者
に
あ
っ
て
は
「
い
い
加
減
に
し

ろ
」
と
言
い
た
く
な
る
に
違
い
な
い
。 

 

第
百
七
十
九
「
赤
軍
」
以
後
は
一
九
七
〇
年
代
の
こ
と
ご
と
を
扱

っ
た
。
赤
軍
派
の
こ
と
、
三
島
由
紀
夫
の
こ
と
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
こ
と
。
そ
う
し
た
中
に
登
場
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス

テ
ム
／
３
７
０
の
衝
撃
と
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
の
グ
ル

ー
プ
編
成
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
こ
と
、
通
信
回
線
の
第
一
次
開
放
と
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
こ
と
。 

 

そ
う
い
う
こ
と
を
話
し
た
と
き
、
某
氏
か
ら 

 

―
―
そ
れ
じ
ゃ
八
〇
年
代
か
ら
あ
と
の
こ
と
は
ど
う
な
る
ん
だ
。 

 

と
い
う
指
摘
を
受
け
た
。 

 

―
―
で
す
か
ら
、
い
ま
出
し
て
い
る
『
日
本
Ｉ
Ｔ
書
紀
』
は
第
一

部
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
「
通
史
要
覧
」
と
い
う
副
題
を

付
け
て
い
る
わ
け
で
し
て
…
…
。 

 

答
え
る
と
某
氏
は
形
相
を
変
え
た
。 

 
筆
者
の
言
葉
を
解
釈
す
る
の
に
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
っ
た
。 

 
氏
は
気
を
取
り
直
し
て
、
言
っ
た
。 

 
―
―
と
い
う
こ
と
は
、
だ
な
。 

 

―
―
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
八
〇
年
代
の
こ
と
は
『
日
本
Ｉ
Ｔ
後

紀
』、
九
〇
年
代
の
こ
と
は
『
日
本
Ｉ
Ｔ
続
紀
』
と
い
う
よ
う
な
タ
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イ
ト
ル
に
し
て
で
す
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
五
分
冊
で
書
こ
う
か
な
、
と
。 

 
細
か
く
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
氏
は
呆
れ
た
。 

 
考
え
て
み
れ
ば
、
一
分
冊
当
た
り
六
百
ペ
ー
ジ
、
そ
れ
を
合
計
十

五
冊
と
な
る
と
、
と
う
て
い
読
み
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
い
や
物

理
的
に
い
え
ば
、
読
み
き
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま

ず
そ
の
意
欲
を
失
う
。 

 

―
―
索
引
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

 

と
い
う
ご
指
摘
も
い
た
だ
い
た
。 

 

一
人
で
作
っ
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
お
時
間
を
、
と
い
う
の
が

筆
者
の
答
え
だ
っ
た
。
何
も
か
も
い
っ
ぺ
ん
に
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
い
や
そ
れ
以
上
に
資
力
、
体
力
が
も
つ
か
ど
う
か
―
―
と
内
心

で
呟
き
な
が
ら
、
時
が
過
ぎ
て
行
く
。 

 

ま
た
無
茶
を
働
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
。 

 

な
に
ま
れ
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
多
謝
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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